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株主の皆様へ
セグメント別状況
連結財務諸表
会社概要／株式の状況
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営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益
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株主の皆様におかれましては、平素より当社グルー
プに格別のご理解とご支援を賜り、誠にありがとうご
ざいます。また、新型コロナウイルス感染症にり患さ
れた方々、感染症拡大の影響を受けられている方々に、
心からお見舞い申し上げます。

さて、2020年初から新型コロナウイルス感染症が世
界規模で拡大し、わが国にも多大な影響を及ぼしてい
ます。社会、経済が今後どのように推移していくのか、
予測は非常に困難です。とはいえ、人々のライフスタ
イルや心の持ちようとともに、企業のあり方にも大き

代表取締役社長 小森 俊太郎

未曽有の危機を乗り切るべく、
社員の雇用を守り
自社の強みを再認識したうえで
既存事業の足腰を固め、成長への布石も
確実に打ってまいります。

1,940百万円営業利益 

2,279百万円経常利益 

1,266百万円親会社株主に帰属する当期純利益 18,017百万円売上高

株主の皆様へ
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な変化が起こってくると考えられます。未曽有の危機
ではあるものの、好機に変えることができるはずで、
特に、IT技術を擁する当社としては今後あらゆる業界で
進むであろうデジタル化に対応するよう準備を進めて
いるところです。

このような中で迎えた2020年3月期決算では、売上
高18,017百万円（前期比0.3％増）、営業利益1,940
百万円（同2.2％減）、経常利益2,279百万円（同5.1％
増）、親会社株主に帰属する当期純利益1,266百万円

（同12.3％減）となりました。また、営業利益率は前期
比0.2ポイント減の10.8％、経常利益率は同0.6ポイン
ト増の12.7％、親会社株主に帰属する当期純利益率は
同1.0ポイント減の7.0％となっています。配当は、前
期比１円増の22円といたします。

今後の経営環境を見通すことは難しく、前期で終了
した中期経営計画に代わる新たな中期経営計画の策定
には至っていません。しかしながら、長期的な視野を
持って持続的に企業価値を高めていく方針に変わりは

ありません。
株主の皆様におかれましては、なお一層のご理解と

ご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

わが国では、期初には企業収益や雇用環境の改善が続
き、設備投資の持ち直しも見られましたが、2019年10
月の消費税率見直しに伴う個人消費の低迷の影響で景気
は足踏みとなりました。一方、海外では、米中貿易摩擦
の長期化や新型コロナウイルスの感染拡大等により、先
行きの不透明感が強まっています。情報サービス業界で
は、企業のIT投資が増加傾向で推移しているものの、技
術者の不足感が非常に強く、人材確保を取り巻く状況は、
依然として厳しさが続いています。

当社グループとしては、従来の4事業部制を3事業部
制にスリム化し、より迅速にお客様のニーズに応えられ
る体制としました。人材はじめ持てる経営資源を有効活

2020年3月期の業績は
いかがでしたか。Q

19,044百万円総資産
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2018年12月1日付で株式３分割を行っており、2016年3月期の期首に当該分割
が行われたと仮定して1株当たり配当額を表示しております。 2



用し、着実に利益につなげる方向性を追求したことで、
期初に想定した業績をおおむね達成できたと評価してい
ます。

数値の点では当初の想定通りとはならなかった面もあ
りますが、既存顧客の深耕の成果が好調な利益に表れた
と考えています。事業戦略ごとに成果を見ていくと、自
動車CASE戦略では、確実に開発領域を広げられた一方、
体制不足でお客様の旺盛なニーズに十分お応えできな
かった反省から、最終年度に中部事業所を拡充しました。
クラウド・インテグレーション戦略では、お客様ニーズ
にマッチした運用・監視サービスをパッケージ化しNID
クラウドサービス for AWS「Mesoblue（メソブル）
MSP」を開始しました。

AI戦略では、先端技術研究室のAI技術を活用し、オン
プレミス型のチャットボットサービス「Mesoblue AI」

をリリースしました。また、自然言語に限らずAI研究の
対象を広げ、学校法人慈恵大学皮膚科学講座と皮膚疾患
である乾癬の画像診断アプリを共同開発し、実証実験に
も着手しました。他にも、ベンチャー企業への投資や協
業にも挑戦しています。

まずは、現下の困難な情勢を乗り切っていくことが最
重要です。併せて、経営環境の大きな変化に適合する準
備も行っていきます。具体的には、既存取引の深化、成
長に向けた投資、安定した株主還元を経営の基本方針と
いたします。来期業績の予測は、新型コロナウイルスの
影響を現段階において合理的に算定することが難しい状
況です。見通しが立ち次第、速やかに開示してまいります。

中期経営計画「Smile（スマイル）2020」
の結果をどのようにとらえていますか。Q

2020年6月

（単位：百万円）

代表取締役社長　小森 俊太郎

今後の展望を教えてください。Q

株主の皆様へ

目標 実績

2018/3 2019/3 2020/3 3ヶ年累計 2018/3 2019/3 2020/3 3ヶ年累計

売上高 18,000 18,900 19,000 55,900 17,913 17,964 18,017 53,894

営業利益 1,620 1,700 1,900 5,220 1,826 1,983 1,940 5,749

営業利益率 9.0% 9.0% 10.0% 9.3% 10.2% 11.0% 10.8% 10.7%

中期経営計画総括
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システム開発事業

11,535百万円
64.0%

その他事業

1,440百万円
8.0%

システムマネジメント事業

5,040百万円
28.0%

2020年3月期
売上高合計

18,017
百万円

11,461

売上高　

11,535

2020/32019/3

（百万円）

1,476

営業利益

1,395

2020/32019/3

（百万円）

5,008

売上高　
5,040

2020/32019/3

（百万円）

406

営業利益

461

2020/32019/3

（百万円）

1,494

売上高　

1,440

2020/32019/3

（百万円）

95

営業利益

76

2020/32019/3

（百万円）

当事業では、金融、情報・通信等の分野の売上が
減少したものの、公共・社会インフラ、カーエレ
クトロニクス等の分野の売上が増加した結果、
売上高は11,535百万円（前期比0.6％増)とな
りました。一方で、一部の案件で生産性が低下し
た こ と に よ り、営 業 利 益 は1,395百 万 円（ 同
5.5％減）となりました。

当事業では、運輸・通信、金融・保険等の分野の
売上が減少したものの、官公庁・団体、建築・製
造等の分野の売上が増加した結果、売上高は
5,040百万円（同0.7％増）となりました。また、
スポット案件やAWS環境構築案件等の獲得
により、営業利益は461百万円（同13.6％増）
となりました。

その他には、データソリューション事業、プロダク
ト事業、人材派遣事業を分類しております。このう
ち、データソリューション事業の売上・利益が減少
しました。この結果、売上高は1,440百万円（同
3.7％減）、営業利益は76百万円（同19.3％減）とな
りました。

システム開発事業

システムマネジメント事業

その他事業

当期より報告セグメントの区分を変更し、「システム開発事業」、「システムマネジメント事業」、「その他事業」の
3事業となりました。

エンベデッド
ソリューション事業

カーエレクトロニクス、FA（ファクトリーオートメーション）・装置制御、社会インフラ、メディカル
システム等の分野の顧客を対象に、組込みソフトウエアの設計／開発を幅広く提供。

ICT
イノベーション事業

モバイル、企業システム、社会インフラ、ホームエレクトロニクス等の分野の顧客を対象に、通信
システム開発を中心に設計／開発を幅広く提供。

フィナンシャル
システム事業

生命保険・損害保険、クレジット・証券、情報・サービス等の分野の顧客を対象に、金融ビジネス
ソフトウエアの設計／開発を幅広く提供。

ネットワーク
ソリューション事業

各種サーバー等のネットワークに関するシステム構築、インフラ構築、セキュリティーサービス、
システム保守・運用等のサービス全般を幅広く提供。

その他事業
データエントリーサービス等を提供するデータソリューション事業、スマートデバイス向け
アプリケーションやパッケージを含めたプロダクト製品開発を提供するプロダクト事業、人材
派遣事業を展開。

旧セグメント 新セグメント内容

その他事業

システムマネジメント事業
（保守・運用）

システム開発事業
（開発）

●セグメントの変更

セグメント別状況
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連結貸借対照表の概要（単位：百万円） 連結キャッシュ・フロー計算書の概要（単位：百万円）

連結損益計算書の概要（単位：百万円）

前期
（2018年4月1日～2019年3月31日）

売上高
17,964

当期
（2019年4月1日～2020年3月31日）

売上原価
14,019

販売費及び
一般管理費
2,057

営業外
収益
352

営業外
費用
13

特別損失
286

特別利益
2

税金等
調整前
当期純利益
1,995

法人税等
728

営業利益
1,983

経常利益
2,168

親会社株主に
帰属する
当期純利益
1,444

売上高
18,017

営業利益
1,940

経常利益
2,279

親会社株主に
帰属する
当期純利益
1,266

197

415

前期
2019年3月31日現在

18,299

無形固定資産
投資その他の資産

流動資産
有形固定資産

当期
（2019年4月1日～2020年3月31日）

当期
2020年3月31日現在

19,044

12,276
12,789

5,528

90

403

5,641

資産の部

現金及び
現金同等物の
期末残高
8,849

現金及び
現金同等物の
期首残高
8,876

363

前期
2019年3月31日現在

18,299

株主資本
その他の包括利益累計額

流動負債
固定負債

当期
2020年3月31日現在

19,044

2,571

3,028

2,527

2,928

12,196

502

13,224

負債・純資産の部 営業活動による
キャッシュ・フロー
1,097

財務活動による
キャッシュ・フロー
△250

投資活動による
キャッシュ・フロー
△873

連結財務諸表
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株式の状況（2020年3月31日現在）

（1）発行可能株式総数
（2）発行済株式の総数
（3）株主数
（4）大株主

17,479,320株
13,109,490株

783名

株　主　名 持株数（株） 持株比率（％）

小森　俊太郎 1,917,680 16.89 

小森　孝一 1,653,346 14.56 

エヌアイデイ従業員持株会 1,032,688 9.09 

株式会社クリエートトニーワン 701,100 6.17 

株式会社ブロードピーク 486,000 4.28 

株式会社光通信 450,900 3.97 

小澤　忍 450,096 3.96 

鈴木　清司 328,676 2.89 

一般財団法人小森文化財団 300,000 2.64 

馬場　常雄 229,450 2.02 

（注）1. ‌�当社は、自己株式を1,753,704株保有しておりますが、上記大株主からは除外して
おります。

2. ‌�持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
3. ‌�持株比率は、小数点第３位を四捨五入して表示しております。

【商標について】記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。

金融商品取引業者

外国法人等

金融機関

…0.36％

……13.38％

個人・その他 ……66.98%

………0.64％

………2.33％

その他の法人 …16.31％

所有者別株式分布状況

自己株式

会社概要（2020年3月31日現在）

株式会社エヌアイデイ
（Nippon Information Development Co., Ltd.）
〒104-6029
東京都中央区晴海 1-8-10
TEL：03-6221-6811（代）
FAX：03-6221-6812
1967年5月
6億5,335万円

社 名
英 社 名
所 在 地

（ 本 社 ）

設 立
資 本 金

連結1,490名　単体990名
・システム開発事業
・システムマネジメント事業
・その他事業
(株)NID・ＭＩ
(株)NID 東北
(株)NID air
三菱UFJ銀行
みずほ銀行
千葉銀行
三井住友銀行
三菱UFJ信託銀行
佐原信用金庫

※1.石井慎一氏は社外取締役であります。
※2.千年氏及び松山氏は社外監査役であります。

社 員 数
事 業 内 容

グループ会社

主要取引銀行

取 締 役 会 長 
代表取締役社長
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役 
監 査 役

小 森　 孝 一
小 森 俊 太 郎
盛 満　 敏 昭
馬 場　 常 雄
石 井 　 　 廣
加 藤　 政 次
小 菅 　 　 宏
酒 井　 真 一
石 井　 慎 一
鈴 衛　 哲 雄
千 年　 雅 行
松 山 　 　 元

※1

※2

※2

役 員
（2020年6月24日現在）

会社概要／株式の状況
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4月1日〜翌年3月31日事業年度

3月31日期末配当金受領株主
確定日

毎年6月定時株主総会

株　主　メ　モ

三菱UFJ信託銀行株式会社
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町 1-1
0120-232-711（通話料無料）
〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

連絡先

郵送先

東京証券取引所　JASDAQ市場上場証券取引所
電子公告により行う
公告掲載URL
https://www.nid.co.jp

（ただし、電子公告によることができない事故、その他
のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に
公告いたします。）

公告の方法

〒104-6029　東京都中央区晴海 1-8-10
TEL：03-6221-6811（代）　FAX：03-6221-6812

（ご注意）
1．�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、

原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ること
となっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せ
ください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いで
きませんのでご注意ください。

2．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、
三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3．�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払
いいたします。

https://www.nid.co.jp
見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

下記ＵＲＬにアクセスいただき、
アクセスコード入力後に表示される

アンケートサイトにてご回答ください。
所要時間は5分程度です。

株主の皆様の声を
お聞かせください

●アンケートのお問い合わせ   「e -株主リサーチ事務局」

http s: //ｗｗｗ.e-kabunushi .com
アクセスコード　2349

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

QRコード読み取り機能のついた携帯電話をお使い
の方は、右のQRコードからもアクセスできます。
QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

携帯電話からもアクセスできます

MAIL：info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお 手 元に
到 着してから約 2ヶ月間です。

株主様向け
アンケート

※

※

本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する
「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。（株式会社 a2mediaに
ついての詳細　https://www.a2media.co.jp）
ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしに
これ以外の目的に使用することはありません。

（1809）

株主メモ／株主アンケート


